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研究内容 

⚫ 重症心不全の病態解明および治療法の開発 

複雑心奇形を含む重症心不全における病態生理の解明及びその病態生理に基づ

いた治療に関する研究を行っている。病態生理の解明には、複雑系の機能解析に

必要な工学的手法やコンピュータ・シミュレーションを用いた研究、また、治療法の

開発には独自に開発したデバイスの臨床応用を目指した研究を行っている。 

⚫ 拡張期心不全（HFpEF）の病態解明および診断法・治療法の開発 

近年、拡張期心不全（HFpEF）に注目が集まっている。心収縮機能の指標として

は、心室エラスタンス(Ees等)があるが、拡張特性を評価するには心筋の弾性要素

だけではなく、粘性要素についても検討する必要がある。そこで、心室局所を線形

粘弾性モデルと仮定し、局所に微小振動を加え、その関心領域における運動方程

式を解くことから、粘性要素の評価が可能であるか検討をしている。また、粘性要

素が病態に及ぼす影響を解明し、粘性要素への介入法について検討している。 

⚫ 自然言語処理を活用し、電子カルテ内テキスト情報を構造化する研究開発 

電子カルテシステム内に蓄積された所見・報告書・サマリなどのテキスト情報から、

自然言語処理を用いた解析を行い構造化する研究を行っている。また、医用画像

処理技術を用いた診断・治療支援システムの開発を行っている。 
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